
 
 
 
住民税一覧表画面に「特別徴収地方税データ作成」ボタンを追加しました。三菱UFJ銀行等のインターネットバ
ンキングに読み込み、送信が可能な特別徴収地方税納付データ(全銀協フォーマット)をEXPORTします。 
 
 
v2021(1806R5.0.0)  (作成日：2024/06/21～) 
v2023(1907R5.0.0)  (作成日：2024/06/21～) 

「特別徴収地方税納付データ」を正しく作成するための事前準備として、以下の設定が必要です。 
 
 
（１）「設定」メニュー→「会社情報登録」→「会社情報登録/変更」画面を表示させます。 
（２）「会社名フリガナ」「住所フリガナ」を半角カタカナで入力します。 
　※使用できる文字種には制約がありますので、銀行のシステムのマニュアル等でご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）「設定」メニュー→「住民税納付先登録」→「住民税納付先登録」画面を表示させます。 
（２）各市町村の、「市町村名フリガナ」を半角カタカナで入力します。 
　※使用できる文字種には制約がありますので、銀行のシステムのマニュアル等でご確認ください。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

BIZTREK給与 特別徴収地方税(住民税)納付データ作成機能の追加

（事前準備）会社情報　会社名フリガナ、会社住所フリガナの登録

1.概要

2.対応バージョン 

3.操作手順 
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（事前準備）住民税納付先　市町村名フリガナの登録

●v2021からv2022へバージョンアップする場合の注意点： 
・【会社情報】「会社名フリガナ」「住所フリガナ」は移行されませんので、v2023にバージョンアップ後再度入力が必要です。 
・【住民税納付先】「市町村名フリガナ」は移行されませんので、以下の方法で移行してください。 
　１．（バージョンアップ前）v2021で起動して、フリガナEXPORTを行い、フリガナデータを保存します。 
　２・（バージョンアップ後）v2022で起動して、フリガナIMPORTを行い、１で保存したファイルを読み込みます。　



 
 
 
（１）当月給与計算が完了してから行います。 
（２）「給与」メニュー→「住民税一覧表」→「住民税一覧表」画面を表示させます。 
　　　次に「特別徴収地方税データ作成」ボタンをクリックします。 
 

 
 
 
 
（３）「特別徴収地方税データ」一覧画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）「特別徴収地方税データ」一覧画面から各行をダブルクリックすると、詳細画面に変わり、内容の確認や
変更ができます。 

※１行目の[6]納期限、[7]納付月分は、間違いがないか必ず確認してください。 
 
 

 
 
 
 

※当月給与明細の無い退職者の住民税を含めて納付する場合は、該当する退職者の人数や住民税の金額をこ
こで手入力します。また、退職手当に関する住民税を含む場合もここで入力します。 
 
 
 

　 

（毎月）特別徴収地方税（住民税）データ作成
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退職者の件数・金額

退職者と在職者の合計件数・合計金額

退職手当に関する件数と住民税金額

■１行目：データ区分[1] 
　ヘッダーレコード 
■２行目～最終行の２行前まで：データ区分[2] 
　データレコード（各市町村のデータ） 
■最終行の１行前：データ区分[8] 
　トレーラーレコード（人数や金額の合計） 
■最終行：データ区分[9] 
　エンドレコード

￼2



※市町村の退職者の人数や金額の入力を行った場合は、トレーラーレコード（最終行の１行前）の合計金額
等も変更する必要があります。 

 
 

 

※「特別徴収地方税データ」は、「住民税一覧へ戻る」ボタンをクリックすると変更内容がクリアされま
す。「特別徴収地方税データ」を手入力で変更した場合は、「EXPORT」ボタンで変更後のデータを書き
出して保存しておくことをお勧めします。万一後でデータの不備が見つかった場合、保存しておいたデー
タを「IMPORT」ボタンで読み込み、間違いを訂正することができます。 

（５）内容の確認、変更等がすべて終わったら、「送信用データ出力」ボタンをクリックし、保存ファイル名を
入力して、「特別徴収地方税納付データ(全銀協フォーマット)」を保存します。 
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